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【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  487/04     １４１　
   Ｃ０７Ｄ  487/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   31/12     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月12日(2017.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉの化合物またはその薬学的に許容される塩：

【化１】

　式中、
 Ｒ１が、
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【化２】

から選択され、
　Ｒ２が、単結合、Ｏ、またはＳであり、
　Ｒ３が、単結合、Ｃ（＝Ｏ）、Ｃ（＝Ｓ）、Ｃ（＝ＮＲ１０）、ＯＣ（＝Ｏ）、ＯＣ（
＝Ｓ）、ＯＣ（＝ＮＲ１０）、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）、また
はＮ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０）であり、
　Ｒ４が、ＯＨまたはＮ（Ｒ１５）２であり、
　Ｒ５が、ＨまたはＮ（Ｒ１５）２であり、
　Ｒ６が、Ｒ１１、Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、またはＳＯ２－Ｒ１１であり、
　Ｒ７が、ＨまたはＲ１２であり、ここで、Ｒ１２は、低級アルキル、ＯＲ１１、Ｏ－Ｃ
（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｏ－Ｃ
（＝Ｓ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）Ｏ－Ｒ１１、及びＯ－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）２から
選択される１つ以上の基で任意に置換され、
　Ｒ８が、ＯＲ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝
Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝
Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｎ（Ｒ１１）
Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（
＝Ｓ）－Ｒ１１、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）Ｏ－Ｒ１１、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ１

１）２、またはＮ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０）Ｎ（Ｒ１１）２であり、
　Ｒ９が、Ｈ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｏ－
Ｃ（＝Ｓ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）２であり
、
　Ｂが、単結合、Ｒ１２、Ｒ１２－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｒ１３－Ｒ１４、Ｒ１２－Ｏ－Ｒ１

３、Ｒ１２－Ｓ－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）２－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１

３、Ｒ１２－Ｃ（＝Ｓ）－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｃ（＝ＮＲ１０）－Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（
＝Ｏ）－Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｓ）－Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝ＮＲ１０）－Ｒ１３

、Ｒ１２－ＳＣ（＝Ｏ）－Ｒ１３、Ｒ１２－ＳＣ（＝Ｓ）－Ｒ１３、Ｒ１２－ＳＣ（＝Ｎ
Ｒ１０）－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ
（＝Ｓ）－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０）－Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝
Ｏ）－ＯＲ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｓ）－ＯＲ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝ＮＲ１０）－ＯＲ

１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｓ）－Ｎ（Ｒ１１

）Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝ＮＲ１０）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｏ）－
ＳＲ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｓ）－ＳＲ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝ＮＲ１０）－ＳＲ１３、
Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－ＯＲ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）－ＯＲ１

３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０）－ＯＲ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ
）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、Ｒ１

２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝
Ｏ）－ＳＲ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）－ＳＲ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ
（＝ＮＲ１０）－ＳＲ１３、Ｒ１２－ＳＣ（＝Ｏ）－ＯＲ１３、Ｒ１２－ＳＣ（＝Ｓ）－
ＯＲ１３、Ｒ１２－ＳＣ（＝ＮＲ１０）－ＯＲ１３、Ｒ１２－ＳＣ（＝Ｏ）－ＳＲ１３、
Ｒ１２－ＳＣ（＝Ｓ）－ＳＲ１３、Ｒ１２－ＳＣ（＝ＮＲ１０）－ＳＲ１３、Ｒ１２－Ｓ
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Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、Ｒ１２－ＳＣ（＝Ｓ）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、または
Ｒ１２－ＳＣ（＝ＮＲ１０）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３であり、ここで、Ｒ１２、Ｒ１３、及
びＲ１４の各々は、１つ以上のＲ１５で任意に置換され、
　Ｒ１０が独立して、Ｈ、低級アルキル、低級アルケニル、低級アルキニル、低級シクロ
アルキル、アリール、ヘテロアリール、ＯＲ１１、またはＮ（Ｒ１１）２であり、
　Ｒ１１が独立して、Ｈ、低級アルキル、低級アルケニル、低級アルキニル、低級シクロ
アルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　Ｒ１２が独立して、低級アルキル、低級アルケニル、低級アルキニル、低級シクロアル
キル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　Ｒ１３が独立して、低級アルキル、低級アルケニル、低級アルキニル、低級シクロアル
キル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　Ｒ１４が独立して、低級アルキル、低級アルケニル、低級アルキニル、低級シクロアル
キル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　Ｒ１５が独立して、ハロゲン、Ｒ１０、ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ１１、ＯＣ（＝Ｓ）Ｒ１１、Ｏ
Ｃ（＝ＮＲ１０）Ｒ１１、ＯＣ（＝Ｏ）ＯＲ１１、ＯＣ（＝Ｓ）ＯＲ１１、ＯＣ（＝ＮＲ

１０）ＯＲ１１、ＯＣ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、ＯＣ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）２、ＯＣ（＝
ＮＲ１０）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）Ｒ

１１、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０）Ｒ１１、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１、Ｎ（Ｒ

１１）Ｃ（＝Ｓ）ＯＲ１１、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０）ＯＲ１１、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（
＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）２、もしくはＮ（Ｒ１１）
Ｃ（＝ＮＲ１０）Ｎ（Ｒ１１）２である。
【請求項２】
　Ｒ７が、ＨまたはＲ１２であり、ここで、Ｒ１２は、低級アルキル、ＯＲ１１、Ｏ－Ｃ
（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１１、及びＯ－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２から
選択される１つ以上の基で任意に置換され、
　Ｒ８が、ＯＲ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝
Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝
Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｎ（Ｒ１１）
Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）－Ｒ１１、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｓ）
Ｏ－Ｒ１１、またはＮ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０）Ｎ（Ｒ１１）２であり、
　Ｂが、単結合、Ｒ１２、Ｒ１２－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｒ１３－Ｒ１４、Ｒ１２－Ｏ－Ｒ１

３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｏ）－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１３、Ｒ１２

－ＯＣ（＝Ｏ）－ＯＲ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（
Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－ＯＲ１３、またはＲ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）
Ｒ１３であり、ここでＲ１２、Ｒ１３、及びＲ１４の各々は、１つ以上のＲ１５で任意に
置換され、および
　Ｒ１１が独立して、Ｈ、または１つ以上の低級アルキル、低級アルケニル、低級アルキ
ニル、アリール、もしくはヘテロアリールで任意に置換された低級アルキルである、請求
項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
　Ｒ３が、単結合、Ｃ（＝Ｏ）、Ｃ（＝Ｓ）、またはＮ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）であり、
　Ｒ４が、ＯＨまたはＮＨ２であり、
　Ｒ５が、ＨまたはＮＨ２であり、
　Ｒ６が、Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、またはＳＯ２－Ｒ１１であり、
　Ｒ７が、低級アルキル、ＯＲ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１

１、及びＯ－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２から選択される１つ以上の基で任意に置換された
低級アルキルであり、
　Ｒ８が、ＯＲ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝
Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｓ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ

１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｒ１１）２、またはＮ（Ｒ１１）Ｃ（＝ＮＲ１０
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）Ｎ（Ｒ１１）２であり、
　Ｒ９が、Ｈ、ＯＨ、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１１、またはＯ－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２

であり、
　Ｂが、単結合、Ｒ１２、Ｒ１２－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｏ－Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｏ）
－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１３、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｏ）－ＯＲ１３

、Ｒ１２－ＯＣ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３、Ｒ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－ＯＲ

１３、またはＲ１２－Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ１１）Ｒ１３であり、ここで、Ｒ

１２、Ｒ１３、及びＲ１４の各々は、１つ以上のＲ１５で任意に置換され、
　Ｒ１１が独立して、Ｈであるか、または１つ以上の低級アルキルで任意に置換された低
級アルキルであり、および
　Ｒ１５が独立して、Ｒ１０、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、またはＮ（Ｒ１１）Ｃ（
＝Ｏ）ＯＲ１１である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項４】
　Ｒ６がＣ（＝Ｏ）－Ｒ１１であり、および
　Ｒ８が、ＯＲ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－Ｃ（＝
Ｏ）Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｒ１１）２、またはＮ（
Ｈ）Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ２である、請求項３に記載の化合物またはその薬学的に許容される
塩。
【請求項５】
　Ｒ１が、
【化３】

であり、　
　Ｒ６がＣ（＝Ｏ）－低級アルキルであり、
　Ｒ７が、１つ以上の低級アルキルで置換された低級アルキルであり、
　Ｒ８がＮ（Ｈ）Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ２であり、および
　Ｒ９が、ＨまたはＯＨである、請求項４に記載の化合物またはその薬学的に許容される
塩。
【請求項６】
　Ｒ６がＣ（＝Ｏ）－ＣＨ３であり、
　Ｒ７が－ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）２であり、および
　Ｒ９がＯＨである、請求項５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項７】
　Ｒ３が、単結合またはＣ（＝Ｏ）であり、
　Ｂが、単結合、Ｒ１２、Ｒ１２－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｏ－Ｒ１３、またはＲ１２－ＯＣ（
＝Ｏ）－Ｒ１３であり、ここで、Ｒ１２及びＲ１３の各々は、Ｒ１５で任意に置換され、
　Ｒ１１が独立して、Ｈ、または低級アルキルであり、
　Ｒ１２が独立して、低級アルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　Ｒ１３が独立して、低級アルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、および
　Ｒ１５が独立して、低級アルキル、Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、
もしくはＮ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１である、請求項６に記載の化合物またはその薬
学的に許容される塩。
【請求項８】
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　Ｒ２が、単結合またはＯであり、
　Ｒ４がＮＨ２であり、
　Ｒ５が水素であり、
　Ｂが、単結合、低級アルキル、低級アルキル－ＯＣ（＝Ｏ）－Ｒ１３であり、ここで、
Ｒ１３は、Ｒ１５で任意に置換され、
　Ｒ１３が低級アルキルであり、および
　Ｒ１５が、低級アルキル、Ｎ（Ｒ１１）２、もしくはＮ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１である
、請求項７に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項９】
　Ｒ１が、
【化４】

であり、
　Ｒ６がＣ（＝Ｏ）－低級アルキルであり、
　Ｒ７が、１つ以上の低級アルキルで置換された低級アルキルであり、および
　Ｒ８がＮＨ２である、請求項４に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１０】
　Ｒ６がＣ（＝Ｏ）－ＣＨ３であり、および
　Ｒ７が－ＣＨ（ＣＨ２ＣＨ３）２である、請求項９に記載の化合物またはその薬学的に
許容される塩。
【請求項１１】
　Ｒ３が、単結合またはＣ（＝Ｏ）であり、
　Ｂが、単結合、Ｒ１２、Ｒ１２－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｏ－Ｒ１３、またはＲ１２－ＯＣ（
＝Ｏ）－Ｒ１３であり、ここで、Ｒ１２及びＲ１３の各々は、Ｒ１５で任意に置換され、
　Ｒ１１が独立して、Ｈ、または低級アルキルであり、
　Ｒ１２が独立して、低級アルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　Ｒ１３が独立して、低級アルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、および
　Ｒ１５が独立して、低級アルキル、Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、
もしくはＮ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１である、請求項１０に記載の化合物またはその
薬学的に許容される塩。
【請求項１２】
　Ｒ２が、単結合またはＯであり、
　Ｒ４がＮＨ２であり、
　Ｒ５が水素であり、
　Ｂが、単結合、低級アルキル、低級アルキル－ＯＣ（＝Ｏ）－Ｒ１３であり、ここで、
Ｒ１３はＲ１５で任意に置換され、
　Ｒ１３が低級アルキルであり、および
　Ｒ１５が、低級アルキル、Ｎ（Ｒ１１）２、もしくはＮ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１である
、請求項１１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１３】
　Ｒ１が、
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【化５】

であり、
　Ｒ６がＣ（＝Ｏ）－低級アルキルであり、
　Ｒ７が、１つ以上のＯＲ１１で置換された低級アルキルであり、および
　Ｒ８がＮＨ２Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ２である、請求項４に記載の化合物またはその薬学的に
許容される塩。
【請求項１４】
　Ｒ６がＣ（＝Ｏ）－ＣＨ３であり、および
　Ｒ７が１，２，３－トリヒドロキシプロピルである、請求項１３に記載の化合物または
その薬学的に許容される塩。
【請求項１５】
　Ｒ３が、単結合またはＣ（＝Ｏ）であり、
　Ｂが、単結合、Ｒ１２、Ｒ１２－Ｒ１３、Ｒ１２－Ｏ－Ｒ１３、またはＲ１２－ＯＣ（
＝Ｏ）－Ｒ１３であり、ここで、Ｒ１２及びＲ１３の各々は、Ｒ１５で任意に置換され、
　Ｒ１１が独立して、Ｈ、または低級アルキルであり、
　Ｒ１２が独立して、低級アルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、
　Ｒ１３が独立して、低級アルキル、アリール、またはヘテロアリールであり、および
　Ｒ１５が独立して、低級アルキル、Ｎ（Ｒ１１）２、Ｎ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１、
もしくはＮ（Ｒ１１）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ１１である、請求項１４に記載の化合物またはその
薬学的に許容される塩。
【請求項１６】
　Ｒ２が、単結合またはＯであり、
　Ｒ４がＮＨ２であり、
　Ｒ５が水素であり、
　Ｂが、単結合、低級アルキル、低級アルキル－ＯＣ（＝Ｏ）－Ｒ１３であり、ここで、
Ｒ１３はＲ１５で任意に置換され、
　Ｒ１３が低級アルキルであり、および
　Ｒ１５が、低級アルキル、Ｎ（Ｒ１１）２、もしくはＮ（Ｈ）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ１１である
、請求項１５に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１７】
　前記化合物が、
【化６】

であり、式中、ｎが１～６の整数である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許
容される塩。
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【請求項１８】
　前記化合物が、
【化７】

である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項１９】
　前記化合物が、

【化８】

であり、式中、ｎが１～６の整数である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許
容される塩。
【請求項２０】
　 前記化合物が、

【化９】

である、請求項１に記載の化合物またはその薬学的に許容される塩。
【請求項２１】
　請求項１～２０いずれか１項に記載の化合物、及び薬学的に許容される担体を含む、医
薬組成物。
【請求項２２】
　請求項１～２０いずれか１項に記載の化合物を含む、対象において、ウイルス感染を阻
害、治療、または抑制するための組成物。
【請求項２３】
　前記ウイルス感染がインフルエンザである、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記化合物が、さらなる抗ウイルス剤と組み合わせて投与される、請求項２２または２
３記載の組成物。
【請求項２５】
　前記さらなる抗ウイルス剤が、リマンタジンまたはアマンタジンである、請求項２４に
記載の組成物。
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【請求項２６】
　前記式Ｉの化合物が経口投与される、請求項２２～２５いずれか１項に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記式Ｉの化合物が静脈内投与される、請求項２２～２５いずれか１項に記載の組成物
。
【請求項２８】
　前記式Ｉの化合物が筋肉内投与される、請求項２２～２５いずれか１項に記載の組成物
。
【請求項２９】
　前記対象が哺乳動物である、請求項２２～２８いずれか１項に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記対象がヒトである、請求項２９に記載の組成物。
【請求項３１】
 前記対象がトリである、請求項２２～２８いずれか１項に記載の組成物。
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